
令和 3年度　決算概要報告
　市の会計は、一般会計・特別会計・公営企業会計の３種類に分けられます。「一般
会計」は市の基本的な行政サービスに関わる会計、「特別会計」は保険料や利用料な
どの収支で運営する事業の会計、「公営企業会計」は民間企業と同じ考え方に基づい
て会計処理する会計です。令和３年度に、どれくらいの収入があり、どのように使わ
れたのか、各会計の決算概要をお知らせします。

1. 一般会計
歳　入　
　歳入決算額は、289億4,700万円となり、前年度
より80億6,600万円減少しました。新型コロナウイ
ルス感染症対策に係る財源である国県支出金や、基
金からの繰入金などが減少しました。

歳　出　
　歳出決算額は、273億2,500万円となり、前年度
より79億3,000万円減少しました。総務費で前年度
の特別定額給付金給付事業や、復興交付金返還によ
る減、土木費の海岸通地区震災復興市街地再開発事
業の進捗や、民生費の海岸通子育て支援施設が完了
したことなどにより減少しました。

[民生費] 高齢者福祉や子育て支援、生活保護などの福祉事業に使わ
れた費用

[総務費] 市税の事務や行政改革など、行政の総合的な運営に使われ
た費用

[土木費]   住宅施設や道路整備などに使われた費用
[教育費]   学校教育や生涯学習の推進などに使われた費用
[公債費]   市で借りたお金や利子の返済などに使われた費用
[災害復旧費]   道路や漁港などの復旧に使われた費用
[農林水産業費]   農業や水産業振興などに使われた費用
[そのほか]   防災、商工振興、保健などの事業に使われた費用

自主財源
[市　税]   市に納められた税金。市民税や固定資産税など
[繰入金]   各種基金からの繰り入れなど
[繰越金]   前年度からの繰越金
[諸収入]   貸付金の返済など
[そのほか]   使用料や手数料など

依存財源
[国県支出金]   国・県が必要と認めた事業に対し、配分されるお金
[地方交付税]   人口や税収などに応じて国から配分されるお金
[市　債]   施設を造るときなどに借りるお金
[そのほか]   国から交付される譲与税など

語句の説明

１年間に市に入ったお金(歳入)
289億4,700万円

１年間に市が使ったお金(歳出)
273億2,500万円

歳入歳出差引額(形式収支)
16億2,200万円

歳入歳出差引額(形式収支)
16億2,200万円

翌年度繰越財源
5億1,200万円

実質収支
11億1,000万円

総務費
47億9,100万円
(17.5%)

民生費
97億8,800万円
(35.8%)

土木費
27億7,900万円
(10.2%)

公債費
19億7,100万円

(7.2%)

教育費
20億2,900万円

(7.4%)

そのほか
48億7,500万円
(17.9%)

災害復旧費
5億9,100万円
(2.2%)

農林水産業費
5億100万円
(1.8%)

国県支出金
92億7,800万円
(32.1%)

地方交付税
61億6,700万円
(21.3%)

市税
58億3,100万円
(20.1%)

繰入金
13億円
(4.5%)

諸収入
10億600万円
(3.5%)繰越金

12億2,100万円
(4,2%)

そのほか
8億7,100万円
(3.0%)

市債　
16億1,200万円

(5.6%)

そのほか
16億6,100万円

(5.7%)

自
主
財
源
(3
5%

)

依
存
財
源
(65%)

歳入

289億
4,700万円

歳出

273億
2,500万円

暮らしやすい塩竈のために ～

翌年度へ繰越したり、
財政調整基金（貯金）
に積み立てます
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2. 特別会計

令和3年度の主な事業 地域情報システム整備事業

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付事業

子育て世帯への臨時特別給付事業

子ども医療費助成事業

藤倉児童館及び放課後児童クラブ指定管理運営事業

高齢者おでかけ支援事業

寒風沢地区漁港施設機能強化事業

寒風沢地区漁業集落防災機能強化事業

桂島地区防災集団移転促進事業費

橋りょう整備事業（道路メンテナンス事業）

公園街路維持管理費

小学校長寿命化改良事業

中学校防災機能強化事業

道路橋りょう災害復旧費

漁港施設災害復旧費

市民交流センター災害復旧費

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金支給事業

新型コロナウイルスワクチン接種事業

清掃工場管理事業費

割増商品券事業

5億9,600万円

5億6,100万円

7億1,500万円

1億6,100万円

1億2,800万円

6,800万円

3,500万円

2,900万円

2億1,200万円

1億4,400万円

6,200万円

3億3,500万円

1億1,000万円

1億1,000万円

7,400万円

3,700万円

7億4,200万円

4億7,200万円

1億8,200万円

1億1,000万円

総 務 費

民 生 費

農林水産業費

土 木 費

教 育 費

災害復旧費

そ の ほ か

人
口
と
歳
出
決
算
額

交通事業
国民健康保険事業
魚市場事業
介護保険事業
後期高齢者医療事業
北浜地区復興土地区画整理事業
　　　　合　　計

2億円
55億8,600万円
1億7,000万円
58億6,000万円
7億2,500万円
7,400万円

126億1,500万円

8,000万円
4億1,800万円
8,400万円

8億5,700万円
1億7,800万円

0
16億1,700万円

2億円
55億5,000万円
1億7,000万円
58億4,400万円
7億1,800万円
3,100万円

125億1,300万円

事　　業 歳入決算額 歳出決算額歳入のうち一般
会計からの繰入金

　昨年度に引き続き、６会計すべてが
収支均衡以上となっています。一般会
計からの繰入金は、前年度より8,900万
円減の16億1,700万円となっています。
今後も、安定的な財政運営を図り、
健全化に努めます。

令和3年度決算概要報告

中学校防災機能強化事業
多目的トイレ設置など
1億1,000万円

新型コロナウイルスワクチン
接種事業　　　　　　　　　

4億7,200万円

割増商品券事業
1億1,000万円

人口52,863人
(R4.3.31現在）

273億2,500万円
(一般会計歳出決算額）

市民1人あたり
516,902円
使われています 総務費

90,630円
民生費

185,158円
土木費
52,570円

農林水産費
9,477円

消防費
12,769円

教育費
38,382円

衛生費
41,239円

そのほか
（公債費・災害
復旧費など）
86,677円

市民1人あたりの内訳
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3. 公営企業会計

収益的収支(税抜) ※1

資本的収支(税込) ※2

15億5,121万円

9億7,602万円

13億1,515万円

15億2,173万円

2億3,606万円

△5億4,571万円

水道事業会計 収　入 支　出 差　引

収益的収支(税抜) ※1

資本的収支(税込) ※2

45億7,070万円

26億1,135万円

39億5,685万円

41億1,843万円

6億1,385万円

△15億708万円

下水道事業会計 収　入 支　出 差　引

収益的収支(税抜) ※1

資本的収支(税込) ※2

29億3,951万円

3億2,704万円

29億2,847万円

3億5,619万円

1,104万円

△2,915万円

病院事業会計 収　入 支　出 差　引

　実質赤字比率 ※32

　連結実質赤字比率※4

　実質公債費比率 ※5

　将来負担比率 ※6

黒字

黒字

4.6%

－

黒字

黒字

5.3%

－

12.96%

17.96%

25%

350%

20%

30%

35%

なし

健全化判断比率 令和3年度 令和2年度 早期健全化基準 ※1 財政再生基準 ※2

水道事業会計
　4カ年計画で施工してきた、梅の宮浄水場
および配水池の電気計装設備などの工事が、
令和3年度で完了しました。今後も水道水の
安定供給のため、施設の耐震化や老朽化した
施設の更新に努めます。

下水道事業会計
　建設改良では、宅内貯留施設設置工事のほ
か、市内一円で雨水・汚水管設置工事を実施
しました。災害復旧工事では、北浜地区で雨
水地下貯留施設および管布設工事のほか、藤
倉汚水ポンプ場電気設備汚水系制御装置など
の更新工事を行いました。

病院事業会計
　休日・夜間を含む発熱患者への対応・整形
外科の診療日拡大・白内障手術の開始など、
地域に必要とされる外来診療体制を整えまし
た。また、電子カルテの導入により患者情報
が一元管理され、きめ細やかな診療や会計待
ち時間の短縮を図ることができました。

　財政の健全化に関する指標は、都道府県や市町村などの財政状況を客観的に表
し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断するために定められた４つの財政指
標です。

・収益的収支は、2 億 3,606 万円の純利益となりました。
・資本的収支不足額は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額、損益勘定留保資金
　などで補てんしました。

・収益的収支は、6 億 1,385 万円の純利益となりました。
・資本的収支不足額は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額、損益勘定留保資金
　などで補てんしました。

・収益的収支は、1,104 万円の純利益となりました。
・資本的収支不足額は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額、損益勘定留保資金
　などで補てんしました。

4. 財政の健全化に関する指標

※1 早期健全化基準　　…財政健全化計画を立てて、自主的な改善努力が必要となる基準
※2 財政再生基準　　　…財政再生計画を立てて、国の関与を受け確実な再生が必要となる基準
※3 実質赤字比率　　　…一般会計などの赤字を示す指標
※4 連結実質赤字比率　…全会計の赤字を示す指標
※5 実質公債費比率　　…借入金の返済費用の割合を示す指標
※6 将来負担比率　　　…一般会計などが将来負担すべき負債の割合を示す指標

問い合わせ先
　「一般会計」「特別会計」 ■問 総務部財政課財政係　　　　 ☎022(355)5814
　「水道事業会計」 ■問 上下水道部業務課経理係　　 ☎022(364)1415
　「下水道事業会計」 ■問 上下水道部下水道課経理係　 ☎022(364)2193
　「病院事業会計」 ■問 市立病院事務部業務課経理係 ☎022(364)5521

令和3年度決算概要報告

※1 収益的収支…水道水の供給や汚水の適切な処理、病院を運営するのに必要な財源と経費
※2 資本的収支…水道施設・下水道施設の建設や更新、病院の設備投資に必要な財源と経費　　
　　

4指標とも早期健全化基準
以下でした。
「実質公債費比率」は地方
債発行の抑制による公債費
の減少などにより数値が改
善しました。
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